
第４回バイオロジクスフォーラム学術集会 プログラム 
 
日時： 2007 年 2 月 16 日（金曜日）９：３０～１７：３０ 
場所： 駒場エミナース ダイヤモンドホール（京王井の頭線駒場東大前駅徒歩 6 分） 
代表世話人：早川堯夫  大会準備担当：山口照英、川西 徹、松木 滋 
 

「バイオロジクス：その科学的規制の展望」 

 ９：３０  バイオロジクスフォーラム開会挨拶 
             早川堯夫（総合機構） 
１０：００  “Technological Impact on Product Assessment and Regulation” 
             Dr. Christopher Joneckis (FDA/CBER)  
１０：３０  “European Perspective on Biologics Regulation” 
             Dr. Jean-Hugues Trouvin (EU/EMEA) 
１１：００  “Potency Assays for Therapeutic Live Whole Cell Cancer Vaccines” 
             Dr. John Petricciani (IABS) 
１１：３０  “The Biotech Industry: Past, Present, Future” 
             Dr. Robert Garnick (Genentech) 
 
１２：００～１３：３０  ----------  昼食休憩 （世話人会）  ---------- 
 
１３：３０  “Perspective on China and India as Rapidly Developing Sources 

 of Biotech Products” 
             Dr. Genesio Murano (Genentech) 
 
１４：００～１５：３０  シンポジウム「バイオ医薬品の安全性問題：最近の話題」 
        ● 新しい医薬品の毒性評価： TGN-1412 の非臨床毒性評価 
               篠田和俊博士（総合機構） 
        ● 日本におけるバイオ医薬品安全性評価の現況 
               中澤隆弘博士（製薬協・日本イーライリリー） 
        ● 古くて新しい問題： Immunogenicity of Therapeutic Proteins. 
               Dr. Steve Swanson (Amgen） 
 
１５：３０～１５：４５   ----------   休      憩   ----------- 
 
１５：４５～１７：３０  特別セッション 
    「日本発バイオ医薬品開発の進展に向けて」に関するフロアー参加型パネル議論 



参加希望者の皆様へ 

○ 会費は当日受付でお支払いください。 
会費： 一般企業の方：5000 円、大学／公的機関勤務の方：3000 円、学生：1500 円 

 
○ 下記フォーラム事務局へメールあるいはファックスで事前登録をお願いします。 

登録内容：お名前、所属、勤務先住所、電話番号、メールアドレス 
参加者が会場収容数を超える場合は、参加をお断りする場合があります。 
（着席テーブル付 360 名） 

 

 
バイオロジクスフォーラム事務局 
国立医薬品食品衛生研究所 生物薬品部、遺伝子細胞医薬部内 
住所： 〒158-8501 東京都 世田谷区 上用賀 1-18-1 
電話： 03-3700-9064 (問合せ先：山口照英） 
FAX： 03-3700-9084 
e-mail： bioforum@nihs.go.jp 
URL：http://www.nihs.go.jp/dbcb/Biologics_forum/bioforum-top.html 
 

 

 


